



国内の美術館 ／ FP  時代別および芸術運動別の代表的な作者や作 








   3.5.2.  彫刻  [FA  国際的に認知されたスペイン語圏の彫刻家と彫刻作品
／ FP 時代別および芸術運動別の代表的な彫刻作家や作品、都市環境の
中での彫刻 ／ FC 先コロンブス期の彫刻、宗教的彫刻、20 世紀の彫刻
のリアリズム] 
   3.5.3.  写真 [FA 国際的に認知されたスペイン語圏の写真家と写真作品 ／ 
スペインやイスパノアメリカの有名な写真家、写真の展示や写真関係の
賞 ／ FC スペイン語圏諸国の写真の傾向、スペイン語圏諸国の写真史
の重要な出来事、代表的な写真誌] 
   3.5.4.  陶芸と金銀細工 [FA なし ／FP 代表的な民衆の陶芸、先コロンブ
ス期の陶芸、スペインとイスパノアメリカのタイル製造 ／  FC  民衆
の陶芸と窯元、スペインとイスパノアメリカの芸術的な陶芸、金銀細工、
陶芸や金銀細工、タイル製造についての代表的な博物館] 




国際関係学科 宮谷 敦美 
ヨーロッパ学科スペイン語圏専攻 江澤 照美㻌
国際関係学科㻌  髙阪 香津美㻌
グローバル人材育成推進室㻌  坂本 ファーン㻌
㻌




1.  ヨーロッパ共通参照枠㻌 (CEFR)の理念と概要 











言語熟達度については CEFR以前から 6つのレベルが想定され、特に現在の B1レベル








2.  2013年からの e-portfolio WGの取り組み 
e-portfolio WGの活動目標は、主として本学のグローバル人材育成推進事業の中で外国
語学部が定めた各語学検定試験の到達目標を技能別に提示することや学生用の Can-do 





同試案においては言語活動を ①受容（聞く） ②受容（読む） ③やりとり ④産出（話す） 













A. 専攻外国語  
 
B. 第2外国語  
 
3.  到達目標試案の作成過程における議論 
本章では、到達目標試案を作成するにあたり生じた議論について述べておきた
い。CEFR では、学習者の言語熟達度を A1 から C2 の 6 段階にレベル分けをしてい
言語  到達目標  CEFR 対応レベル  
英語  TOEIC 800点以上  B2 – C1 
フランス語  実用フランス語技能検定試験準 1級  B2 
スペイン語  DELE B1㻌 ※2013年度に B2から変更  B1 
ドイツ語  ドイツ語技能検定試験2級  B2 
中国語  中国語検定試験2級  －  
言語  到達目標  CEFR 対応レベル  
英語  TOEIC 730点以上  B1 
フランス語  実用フランス語技能検定試験 3級  A1 
スペイン語  DELE A1 A1 
ドイツ語  ドイツ語技能検定試験4級  A1－A2 
中国語  中国語検定試験3級  －  
ポルトガル語  外国語としてのポルトガル語検定試験CIPLE A2 
ロシア語  ロシア語能力検定試験 4級  －  
韓国朝鮮語  ハングル能力検定試験 3級、韓国語能力試験3級  －  

















的な Can-do リストの作成をする上で有意義に作用するものといえよう。 
 





























































































的化できる項目を Can-do リストに加えるべきであろう。  
さらに、入学から卒業までの継続的な外国語学習を促すためにも、職業場面で必
要となるタスクのうち、卒業までに身につけておくべきこと（例えば、履歴書やビジネス
メールの書き方）を吟味し、Can-do リストに加えるべきか検討する必要がある。  
以上のような、アカデミックな場面での言語運用だけに留まらない知識や能力に関
する項目を、Can-do リストに取り入れるかどうか、今後検討を重ねる必要がある。  
 














4.5.  自律学習能力育成のためのチェックリスト 



































2）Oxford, R. L.（1990）所収。  
㻌
※㻌 本稿の執筆分担は以下の通りである。 㻌
第 1 章、第 2 章 㻌 江澤 
第 3 章 㻌 髙阪  
第 4 章 1 節 㻌 坂本  
第 4 章 2 節 㻌 坂本、髙阪  
第 4 章 3 節・4 節・5 節 㻌 宮谷  
第 5 章 㻌 髙阪  
㻌 㻌 㻌
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